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史
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な
.
い
？
：此
書
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北
海
道
廳
の
委
囑
に
依
り
、
本
道
の
生
字
引
と
言
は
れ
た
氏
が
、
畢
生
の
志
望
を
成
就
せ
ん
と
し
て
着
手
し
た
結
果
出 

來
上
づ
た
も
の
で
ぁ
冬
が̂
供
成
粜
は
不
幸
允
し
气
雇
か
ち
泳
銅
雅
新
前
ヤ
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0
た
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當

初

の

豫

定.の
中
比
含
嘧
加.て
居
：っ
た
所
の
明
治
維
新
後
の
歷
史
：は
、
道
廳
當

.局
と
著
者
と
の
間
の
；衝
突
の
爲
；に
遂
に
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絕
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後
を
受
け
て
道
史
編
築
の
事
業
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內
運
；平
氏
に
鍊.っ
，て'«
續
さ
.れ
'る
こ
4

に
爲
っ
た
が
、
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も
亦
業
な
ら
ざ
る
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る
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で
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書
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長
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田
健
藏
氏
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び
凾
館
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育
會
長
齋
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與
一
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氏
0
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c
.
三
.九
.
s

使

施

奪

の
.事

歷

の

鐘
.で
あ
る
。
：
此

部

分

茗

量

に

於

て

達

中

の

一 .1|

分
の
ニ. 

I

Iめ
、
.馨

が

最

も

苦

心

倉

せ

る

所

で
1

C
 

第
七
I

 
ニ

縣

時

代

第

八

章

は

道

鐘

政
I

s

期
拓
殖
計
靈.概
觀
£

奥
羽
拓
殖
と.の
：
義

等

の

.
簡

單

な
‘
る

養

が
其
內
容̂

 ̂

'

木
書
I

睛
し
て
先
づ.第一

春

取

し

：得
1

色
は
所
.謂
I

資
料Q

參
照
引
用
に
於
.
て
頗
る
響
な
I

で
あ
る
0 .
.

匿

の
$

悬

て

l

l

l

f

し

重

的
I

料

逢
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？

I

然

の

證

相
i

が
、
i

仲
^

M

と
て
無
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：殊
に
_

のf

、
相
當
長
I

に
渡
る
波
瀾
多
き
期
間I

治
、
法
制
，
^

探
る
こ
：、重

葛

名

暮

物

に

在

？I

が

豪

着

は

決

し

てI

湯

し

得
.

I
で
は
な
t

う
。

彥

數
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書
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記
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實
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達
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、
I

I
藉

纂

が

あ
る
'

力

I

は
要
す
I

暴

事

I

報
街
で
あ
.つ
て
i

の
史
實
に
缺
け
る
所
多
く
、
些
か
砂
I

む
思
ひ
が
す
るO 

&

様

亲

備

は 

ぼ
る
に
此
H

て
は
頗
る
能
く
補
は
れ
*
此
楚
於
て
结
に
敬
服
す
べ
き
好
f

い
つ
て
も
ょ
い
で
t

う
。
筆
者
未

產

て

す

る

寒

、
之

義

す

羞

養

、
霧
f

き

l

i

l

f

な

'

I

は
糸
て
の
方
面
に
於
て
正
做
に
篇
し
得

f

の
で
あ
ら
う
と

信
ず
る
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最
後
に
讀
後
の
希
望
を
述
ぶ
る
こ
と
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d

れ
る
な
ら
ば
、

へ何
士
な
く
物
足

1

さ
I

ぜ
し
む
る

と
”
と
は
斯
I

馨

の

f

落
f

易
い
f

し
て
全
？

し
て
の
銃I 

を

霞

る
I

が
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
或
は
政
治
、
或
は
經
濟
、
f

法
制
と
種
々
雜
多
な
社
會
上
の
薦
のf

一
つ
く
文
獻

に
依
つ
てI

冊
の
本
位
.纏
め
上
げ
る
こ
と
は
、
そ

れ

の

部

門

に

.於
け
る
一
貫
せ
る
記
述
を
大
：に
妨
げ
て
居
る
觀
が
あ
る
6

同
時
に 

又

一

個
の
明
瞭
な
歷
史
觀
と
い
ふ
べ
き
も
の
V
.樹
立
さ
れ
て
居
ら
ぬ
や
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

斯
様
な
點
は
或
は
著
者
本
來
の
目
的
と
す
る
所
で
は
無
い
の
か
も
し
れ
ぬ
。
開
筘
使
時
代
の
歷
史
的
變
遷
の
跡
を
忠
實
に
採
索
し
記 

述
す
る
こ
と
こ
そ
本「

史
要」

の
究
竟
の
目
的
で
あ
る
の
で
あ
ら
ぅ
o

然
り
と
す
れ
ば
此
點
に
於
て
は
-
此
菊
判
八
百
頁
に
垂
ん
と
す
る 

大
著
は
後
進
研
究
者
に
取
つ
て
實
に
有
.難
い
好
手
引
で
あ
り
、
又
同
時
に
道
史
硏
究
：上
の
一
大
金

字

塔

で

あ
る
。
聞
く
所
に
據
れ
ば
、 

更
に
一
歷
內
容
覺
富
た
る
可
き
で
あ
つ
た
も
の
を
出
版
上
の
都
合
ょ
り
し
て
著
し
く
省
略
縮
少
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
と
い
ふ
。
筆
者 

は
多
數
讀
者
と
共
に
更
に
機
を
得
て
淺
さ
れ
た
る
幾
多
の
史
實
が
世
に
弘
く
印
刷
流
布
せ
ら
れ
る
日
の
近
か
ら
ん
こ
と
を
切
に
祈
る
も 

の
で
あ
る
。(

菊
判
七
七
四
頁
、
宛
價
茳
圆
、
市
立
凾
館
圖
書
館
發
行)

附
記
筆
者
は
今
夏t

f

館
に
遊
び
道
史
の
一
部
を
硏
统
す
る
機
會
を
得
た
る
に
際
し
*
同
市
立
阔
書
館
長
岡
甶
傭
蔵
氏
の
好
意
に
依
り
種
々
硏
究 

の
便
宜
を
與
へ
ら
れV

本
書
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
此
書
は
昭
和
八
年
七
■月
の
發
行
に
係
り
、
歷
史
硏
究
家
に
は
旣
知
の
書
籍
か
も
知
れ
な 

い
が
本
書
を
通
讀
し
て
其
大
に
價
値
あ
る
書
籍
た
る
を
思
ひ
、
淺
學
を
も
顧
ず
敢
て
此
處
に
紹
介
の
筆
を
取
っ
た
次
第
で
あ
る
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